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2) 公共交通などによる日常的な外出について 

Ｑ１１．各公共交通の利用及び認知状況 

各公共交通の利用について、「④利用しない」と回答した割合が多く、特急はぼろ号が

27.5%、高速るもい号が 22.7%の年数回以上利用(①～③)の回答となっている。 

 

 

 

 

図 1-36 Q11.公共交通の利用及び認知状況（1/2） 

  

①～③

9.0%（172件）

27.5%（528件）

5.5%（106件）

22.7%（436件）

16.8%（322件）

8.0%（154件）

3.9%（74件）

9.5%（183件）

4.4%（85件）

4.0%（76件）

0.8%（16件）

0.2%（3件）

0.2%（4件）

8.7%（2,159件）

④利用なし

74.4%（1,427件）

58.9%（1,130件）

75.8%（1,454件）

60.7%（1,164件）

67.5%（1,294件）

75.3%（1,444件）

77.8%（1,492件）

74.2%（1,423件）

77.7%（1,490件）

78.0%（1,496件）

78.1%（1,497件）

75.5%（1,447件）

75.4%（1,446件）

73.0%（18,204件）

⑤運行していることを

知らない

0.6%（12件）

0.4%（8件）

1.7%（33件）

1.0%（19件）

0.5%（10件）

1.1%（21件）

1.7%（33件）

0.8%（16件）

2.3%（44件）

2.1%（40件）

4.3%（83件）

7.6%（146件）

8.1%（155件）

2.5%（620件）

不 明

16.0%（306件）

13.1%（251件）

16.9%（324件）

15.5%（298件）

15.2%（291件）

15.5%（298件）

16.6%（318件）

15.4%（295件）

15.5%（298件）

15.9%（305件）

16.7%（321件）

16.7%（321件）

16.3%（312件）

15.8%（3,938件）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

a)JR留萌本線

b)沿岸バス特急はぼろ号

c)沿岸バス特急ましけ号

d)中央バス高速るもい号

e)沿岸バス・道北バス留萌旭川線

f)沿岸バス幌延留萌線

g)沿岸バス留萌別苅線

h)沿岸バス羽幌留萌線

i)沿岸バス初山別留萌線

j)沿岸バス豊富羽幌線

k)小平町達布線

l)遠別町清川線

m)遠別町上遠別線

合計

(n=1,917)

①週に数回利用  ②月に数回利用  ③年に数回利用 全回答者（n=1,917）に対する回答 

「合計」は 13路線分（n=24,921）に対する回答 
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【「Ｑ１１．各交通手段の利用状況」のうちの利用頻度】 

前頁の①～③の内訳を見ると、各交通手段の利用状況としては、「③年に数回」が全体で

7.5%となり、特急はぼろ号では 25.5%、高速るもい号では 21.4%、幌延留萌線では 6.1%となっ

ている。 

 

 

 

図 1-37 Q11.公共交通の利用及び認知状況（2/2） 

  

①週に数回

0.4%（8件）

0.5%（10件）

0.1%（2件）

0.1%（2件）

0.3%（5件）

0.9%（18件）

0.2%（3件）

1.0%（19件）

0.4%（7件）

0.5%（9件）

0.3%（83件）

②月に数回

0.6%（11件）

1.5%（29件）

0.6%（11件）

1.3%（24件）

1.6%（31件）

1.0%（19件）

1.0%（20件）

1.3%（25件）

1.0%（19件）

0.5%（10件）

0.1%（1件）

0.8%（200件）

③年に数回

8.0%（153件）

25.5%（489件）

4.9%（93件）

21.4%（410件）

14.9%（286件）

6.1%（117件）

2.7%（51件）

7.3%（139件）

3.1%（59件）

3.0%（57件）

0.8%（15件）

0.2%（3件）

0.2%（4件）

7.5%（1876件）

0% 10% 20% 30%

凡 例

a)JR留萌本線(n=172)

b)沿岸バス特急はぼろ号(n=528)

c)沿岸バス特急ましけ号(n=106)

d)中央バス高速るもい号(n=436)

e)沿岸バス・道北バス留萌旭川線(n=322)

f)沿岸バス幌延留萌線(n=154)

g)沿岸バス留萌別苅線(n=74)

h)沿岸バス羽幌留萌線(n=183)

i)沿岸バス初山別留萌線(n=85)

j)沿岸バス豊富羽幌線(n=76)

k)小平町達布線(n=16)

l)遠別町清川線(n=3)

m)遠別町上遠別線(n=4)

合計(n=2,159)

全回答者（n=1,917）に対する回答 

「合計」は 13路線分（n=24,921）に対する回答 
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Ｑ１２．先週１週間の外出状況 

 

Ｑ１２－１．外出目的 

外出目的について、「①通勤」が 52.7%と半数を占めるが、「④買物・飲食」は 20.7%と、「①

通勤」に次いで多くなっている。 

 

図 1-38 Q12-1-1.主な外出の目的 

 

【平日・休日別】Ｑ１２－１．外出目的 

外出目的を平日・休日別に見ると、「①通勤」、「②通学」、「③通院・治療」、「⑤役所等の手

続」は平日が多い一方、「⑦観光」は休日、「④買物・飲食」、「⑥レジャー・レクリエーション」、

「⑧その他の私用」は平日・休日が概ね半々となっている。 

  

図 1-39 Q12-1-3.平日、休日別の主な外出の目的  

①通勤 52.7%（3,618件）

②通学 4.0%（276件）

③通院・治療 6.0%（414件）

④買物・飲食 20.7%

（1,422件）

⑤役所等の手続き

0.6%（42件）

⑥レジャー・レクリエーション 6.9%（476件）

⑦観光 0.5%（32件）

⑧その他の私用 8.5%（582件）

平日

87.6%(3,171件)

92.8%(256件)

89.4%(370件)

53.7%(763件)

95.2%(40件)

48.1%(229件)

37.5%(12件)

54.3%(316件)

75.2%(5,157件)

休日

12.4%(447件)

7.2%(20件)

10.6%(44件)

46.3%(659件)

4.8%(2件)

51.9%(247件)

62.5%(20件)

45.7%(266件)

24.8%(1,705件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

①通勤(n=3,618)

②通学(n=276)

③通院・治療(n=414)

④買物・飲食(n=1,422)

⑤役所等の手続き(n=42)

⑥              (n=476)

⑦観光(n=32)

⑧その他の私用(n=582)

合 計(n=6,862)

全回答者の一週間の外出数（n=6,862）についての集計 

全回答者の一週間の外出数（n=6,862）についての集計 



 

133 

【曜日別】Ｑ１２－１．外出目的 

外出目的を曜日別に見ると、「③通院・治療」、「⑤役所等の手続」が「月曜日」、「④買物・飲

食」、「⑥レジャー・レクリエーション」、「⑦観光」は「日曜日」において 25％を超える。 

 

 

図 1-40 Q12-1-2.曜日別の主な外出の目的 

 

【１週間当たり目的別外出日数】 

「①通勤」、「②通学」は週に４、５日で、「④買物・飲食」、「③通院・治療」については週 1.2 日

から 1.5日程度の外出頻度となっている。 

 

図 1-41 Q12-1-4.目的別の 1 週間当たりの外出日数  

月

17.7%(640件)

18.8%(52件)

27.8%(115件)

12.0%(171件)

33.3%(14件)

8.6%(41件)

12.5%(4件)

8.9%(52件)

15.9%(1089件)

火

17.7%(639件)

18.8%(52件)

17.6%(73件)

11.0%(156件)

14.3%(6件)

9.7%(46件)



10.7%(62件)

15.1%(1034件)

水

17.2%(624件)

18.5%(51件)

14.3%(59件)

8.7%(124件)

9.5%(4件)

9.7%(46件)

6.3%(2件)

10.8%(63件)

14.2%(973件)

木

17.6%(635件)

18.5%(51件)

15.2%(63件)

11.5%(164件)

19.0%(8件)

9.9%(47件)

15.6%(5件)

11.2%(65件)

15.1%(1038件)

金

17.5%(633件)

18.1%(50件)

14.5%(60件)

10.4%(148件)

19.0%(8件)

10.3%(49件)

3.1%(1件)

12.7%(74件)

14.9%(1023件)

土

8.2%(297件)

4.3%(12件)

8.7%(36件)

21.1%(300件)

2.4%(1件)

24.6%(117件)

21.9%(7件)

23.0%(134件)

13.2%(904件)

日

4.1%(150件)

2.9%(8件)

1.9%(8件)

25.2%(359件)

2.4%(1件)

27.3%(130件)

40.6%(13件)

22.7%(132件)

11.7%(801件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

①通勤(n=3,618)

②通学(n=276)

③通院・治療(n=414)

④買物・飲食(n=1,422)

⑤役所等の手続き(n=42)

⑥              (n=476)

⑦観光(n=32)

⑧その他の私用(n=582)

合 計(n=6,862)

4.98

4.45

1.24
1.54

0.66

1.52

0.80

1.50

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

①通勤 ②通学 ③通院

・治療

④買物

・飲食

⑤役所等の

手続き

⑥      

        

⑦観光 ⑧その他

の私用

（日）

全回答者の一週間の外出数（n=6,862）についての集計 

全回答者の一週間の外出数（n=6,862）についての集計 
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Ｑ１２－２．外出・帰宅時間 

外出時、家を出た時間については「8時台」、帰宅の時間については「17時台」と「18時台」が

多くなっている。 

 

図 1-42 Q12-2-1.家を出た時間、帰宅した時間（一週間の合計） 

  

8 9 26 28
121 429

976

2,240

875

562

212 152
305

147 143 76 70 32 28

1
7 22

1
1 8 2 14

23
71

152

319

171

227

277
544 276

265
398 523

1,192

1,276

470

195
130 80

10

17

9 17 28 42
144

500

1,128

2,559

1,046

789

489

696
581

412

541
599

1,2621,308

498 196 137
102 11

17

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

１時２時３時４時５時６時７時８時９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

外出 帰宅

全回答者の一週間の外出・帰宅数（n=13,111）についての集計 
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【外出・帰宅時間】（平日） 

平日に家を出た時間については「8 時台」、帰宅の時間については「17 時台」と「18 時台」が

多く、前頁の一週間の合計と同じ傾向となった。 

 

図 1-43 Q12-2-2.家を出た時間、帰宅した時間（平日） 

 

【外出・帰宅時間】（休日） 

休日に家を出た時間については「8 時台」から「10 時台」が多く、帰宅の時間については「17

時」と「18時台」が多い。 

 

図 1-44 Q12-2-2.家を出た時間、帰宅した時間（休日）  

4 8 22 21
88 340

836

1,957

608

331

101 92
171

94 91 51 42 20 22

4 17
1

6
10

3

13

25

24

34

114

201

412
183

182
312 435

1,042

1,158

417

162

103 64
7

14

4

14
22

31
91

353

861

1,981

642

445

302

504

354
276

403
486

1,084

1,178

439

162

107 81
8

14

0

500

1,000

1,500

2,000

１時２時３時４時５時６時７時８時９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

外出 帰宅

4 1 4 7
33

89 140
283 267 231

111 60
134

53 52 25 28 12

6 1 3 5
1 2 2 4

20
58

127

295

137
113

76 132
93

83 86 88
150 118

53 33 27 16

3 3

5 3 6 11
53

147

267

578

404
344

187 192
227

136 138 113
178

130

59 34 30 21

3 3

0

500

1,000

1,500

2,000

１時２時３時４時５時６時７時８時９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

外出 帰宅

平 日 

休 日 

全回答者の一週間の外出・帰宅数のうち、平日の外出・帰宅数（n=9,842）についての集計 

全回答者の一週間の外出・帰宅数のうち、休日の外出・帰宅数（n=3,269）についての集計 
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Ｑ１２－３．行先 

外出時の行先については平日・休日問わず「①留萌市」が 3,053件と最も多くなっている。ま

た、「⑦羽幌町」も 835件と「①留萌市」に次いで多い行先となっている。 

 

図 1-45 Q12-3.平日、休日別の外出時の行先 

  

2,332

284

96

261

129

193

623

120

365

232

39

99

26

91

36

5

3

1

721

95

22

72

23

36

212

35

102

60

20

90

46

87

26

7

4

2

3,053

379

118

333

152

229

835

155

467

292

59

189

72

178

0

62

12

7

3

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

①留萌市

②増毛町

③小平町（鬼鹿地区）

④小平町（その他の地区）

⑤苫前町（古丹別地区）

⑥苫前町（その他の地区）

⑦羽幌町

⑧初山別村

⑨遠別町

⑩天塩町

⑪深川市

⑫旭川市

⑬滝川市

⑭札幌市

⑮石狩市

⑯稚内市

⑰幌延町

⑱豊富町

⑲中川町
平日 休日

（件）

全回答者の一週間の行先数（n=6,595）についての集計 
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Ｑ１２－４．「行き」の交通手段・Ｑ１２－５．「帰り」の交通手段 

「行き」と「帰り」の合計の交通手段としては、「①自家用車（自分で運転」」が 8,041 件と飛び

ぬけて多く、次いで「②自家用車（家族などによる送迎）」が 1,128件となっている。 

公共交通の利用は「⑫羽幌留萌線」の 117件が最大となっている。 

 
図 1-46 Q12-4-1.行きに利用した交通手段・Ｑ１２－５．「帰り」の交通手段 

  

平 日

6,034

687

1,489

休 日

2,007

441

324

8,041

1,128

55

10

14

57

4

18

25

79

13

117

25

14

0

3

0

59

13

0

4

9

18

0

2

1,813

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

凡 例

①自家用車（自分で運転）

②自家用車（家族などによる送迎）

③タクシー

④ＪＲ函館本線

⑤ＪＲ留萌本線

⑥沿岸バス特急はぼろ号

⑦沿岸バス特急ましけ号

⑧中央バス高速るもい号

⑨沿岸バス・道北バス留萌旭川線

⑩沿岸バス幌延留萌線

⑪沿岸バス留萌別苅線

⑫沿岸バス羽幌留萌線

⑬沿岸バス初山別留萌線

⑭沿岸バス豊富羽幌線

⑮小平町達布線

⑯遠別町清川線

⑰遠別町上遠別線

⑱沿岸バス留萌市内Ａコース

⑲沿岸バス留萌市内日東団地線

⑳沿岸バス留萌峠下線

㉑沿岸バス別苅雄冬線

㉒沿岸バス上平古丹別線

㉓沿岸バス羽幌古丹別線

㉔沿岸バス天塩更岸線

㉕沿岸バス幌延天塩線

㉖その他

平 日 休 日

（件）

全回答者の一週間の全交通手段利用回数（n=11,521）についての集計 
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【公共交通手段の利用状況】Ｑ１２－４．「行き」の交通手段・Ｑ１２－５．「帰り」の交通手段 

自家用車以外で帰りに利用した交通手段としては、「⑫羽幌留萌線」が 117件と最も多く、続

いて「⑩幌延留萌線」が 79 件、「⑱留萌市内Ａコース」が 59 件、「⑥特急はぼろ号」が 57 件と

なっている。 

 
図 1-47 行きに利用した交通手段・Ｑ１２－５．「帰り」の交通手段（公共交通） 
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2
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③タクシー

④ＪＲ函館本線

⑤ＪＲ留萌本線

⑥沿岸バス特急はぼろ号

⑦沿岸バス特急ましけ号

⑧中央バス高速るもい号

⑨沿岸バス・道北バス留萌旭川線

⑩沿岸バス幌延留萌線

⑪沿岸バス留萌別苅線

⑫沿岸バス羽幌留萌線

⑬沿岸バス初山別留萌線

⑭沿岸バス豊富羽幌線

⑮小平町達布線

⑯遠別町清川線

⑰遠別町上遠別線

⑱沿岸バス留萌市内Ａコース

⑲沿岸バス留萌市内日東団地線

⑳沿岸バス留萌峠下線

㉑沿岸バス別苅雄冬線

㉒沿岸バス上平古丹別線

㉓沿岸バス羽幌古丹別線

㉔沿岸バス天塩更岸線

㉕沿岸バス幌延天塩線

平 日 休 日

(件)

全回答者の一週間の全公共交通手段利用回数（n=539）についての集計 
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【平日・休日の交通手段の利用状況】 

「②家族などによる送迎」は休日が 15.5％と「平日」の 7.9％よりも多く、公共交通は休日が少

ない。 

  

図 1-48 Q12-4-1.&12-5-1.平日に利用した交通手段 

 

 

図 1-49 Q12-4-1.&12-5-1.休日に利用した交通手段 

  

①自家用車（自分で運転） 69.6%(6,034件)

②自家用車（家族などによる送迎） 7.9%(687件)

③タクシー 0.6%(53件)

④～⑭ 3.6%(310件)

⑮～㉕ 1.1%(99件)

㉖その他 17.2%(1,489件)

①自家用車（自分で運転） 70.4%(2,007件)

②自家用車（家族な

どによる送迎）

15.5%(441件)

③タクシー 0.1%(2件)

④～⑭ 2.3%(66件)

⑮～㉕ 0.3%(9件)

㉖その他 11.4%(324件)

④ＪＲ函館本線
⑤ＪＲ留萌本線
⑥沿岸バス特急はぼろ号
⑦沿岸バス特急ましけ号
⑧中央バス高速るもい号
⑨沿岸バス・道北バス留萌旭川線
⑩沿岸バス幌延留萌線
⑪沿岸バス留萌別苅線
⑫沿岸バス羽幌留萌線
⑬沿岸バス初山別留萌線
⑭沿岸バス豊富羽幌線

⑮小平町達布線
⑯遠別町清川線
⑰遠別町上遠別線
⑱沿岸バス留萌市内Ａコース
⑲沿岸バス留萌市内日東団地線
⑳沿岸バス留萌峠下線
㉑沿岸バス別苅雄冬線
㉒沿岸バス上平古丹別線
㉓沿岸バス羽幌古丹別線　
㉔沿岸バス天塩更岸線
㉕沿岸バス幌延天塩線

全回答者の平日の全交通手段利用回数（n=8,672）についての集計 

全回答者の休日の全交通手段利用回数（n=2,849）についての集計 
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【平日・休日の公共交通手段の利用状況】（④～⑭市町村を跨ぐ公共交通の利用状況） 

市町村を跨ぐ公共交通の利用状況は、平日が「⑫羽幌留萌線」が 32.6％と最も多く、続いて

「⑩幌延留萌線」が 21.9％となっている。 

休日については、「⑫羽幌留萌線」が 24.2％と最も多い状況は変わらないが、平日の第２位

と第３位が逆転し、「⑥特急はぼろ号」が 21.2％となっている。 

 

 

図 1-50 Q12-4-1.&12-5-1.平日の管内移動の際に利用した交通手段④～⑭ 

 

 

図 1-51 Q12-4-1.&Q12-5-1.休日の管内移動の際に利用した交通手段④～⑭ 

  

④ＪＲ函館本線 3.2%(10件)

⑤ＪＲ留萌本線 4.2%(13件)

⑥沿岸バス特急はぼろ号

13.9%(43件)

⑦沿岸バス特急まし

け号 0.6%(2件)

⑧中央バス高速

るもい号

3.5%(11件)

⑨沿岸バス・道北バス留萌

旭川線 5.5%(17件)

⑩沿岸バス幌延留萌線 21.9%(68件)

⑪沿岸バス留萌別苅線 3.9%(12件)

⑫沿岸バス羽幌留萌線

32.6%(101件)

⑬沿岸バス初山別留萌線

6.8%(21件)

⑭沿岸バス豊富羽幌線 3.9%(12件)



⑤ＪＲ留萌本線 1.5%(1件)

⑥沿岸バス特急はぼろ号

21.2%(14件)

⑦沿岸バス特急

ましけ号

3.0%(2件)

⑧中央バス高速るもい号 10.6%(7件)

⑨沿岸バス・道北バス留萌旭川線 12.1%(8件)

⑩沿岸バス幌延留萌線 16.7%(11件)

⑪沿岸バス留萌別苅線

1.5%(1件)

⑫沿岸バス羽幌留萌

線 24.2%(16件)

⑬沿岸バス初山別留萌

線 6.1%(4件)

⑭沿岸バス豊富羽幌線 3.0%(2件)

④ＪＲ函館本線
⑤ＪＲ留萌本線
⑥沿岸バス特急はぼろ号
⑦沿岸バス特急ましけ号
⑧中央バス高速るもい号
⑨沿岸バス・道北バス留萌旭川線
⑩沿岸バス幌延留萌線
⑪沿岸バス留萌別苅線
⑫沿岸バス羽幌留萌線
⑬沿岸バス初山別留萌線
⑭沿岸バス豊富羽幌線

⑮小平町達布線
⑯遠別町清川線
⑰遠別町上遠別線
⑱沿岸バス留萌市内Ａコース
⑲沿岸バス留萌市内日東団地線
⑳沿岸バス留萌峠下線
㉑沿岸バス別苅雄冬線
㉒沿岸バス上平古丹別線
㉓沿岸バス羽幌古丹別線　
㉔沿岸バス天塩更岸線
㉕沿岸バス幌延天塩線

全回答者の平日の市町村を跨ぐ公共交通利用回数（n=310）についての集計 

全回答者の平日の市町村を跨ぐ公共交通利用回数（n=66）についての集計 
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【平日・休日の公共交通手段の利用状況】（⑮～㉕市町村内を運行する公共交通の利用状況） 

市町村内を運行する公共交通の利用状況は、平日が「⑱留萌市内Ａコース」が 54.5％と最

も多く、続いて「㉓羽幌古丹別線」が 15.2％となっている。休日は平日と同様の順で、「⑱留萌

市内Ａコース」が 55.6％と最も多く、続いて「㉓羽幌古丹別線」が 33.3％となっている。 

 

 

図 1-52 Q12-4-1.&12-5-1.平日の管内移動の際に利用した交通手段⑮～㉕ 

 

 

 

図 1-53 Q12-4-1.&Q12-5-1.休日の管内移動の際に利用した交通手段⑤～㉕ 

  



⑯遠別町清川線 3.0%(3件)



⑱沿岸バス留萌市内Ａコース 54.5%(54件)

⑲沿岸バス留萌市内日東団地線 13.1%(13件)



㉑沿岸バス別苅雄冬線

4.0%(4件)

㉒沿岸バス上平古丹別線

9.1%(9件)

㉓沿岸バス羽幌古丹別線 15.2%(15件)



㉕沿岸バス幌延天塩線 1.0%(1件)



⑱沿岸バス留萌市内Ａコース 55.6%(5件)



㉓沿岸バス羽幌古丹別線 33.3%(3件)



㉕沿岸バス幌延天塩線 11.1%(1件)

④ＪＲ函館本線
⑤ＪＲ留萌本線
⑥沿岸バス特急はぼろ号
⑦沿岸バス特急ましけ号
⑧中央バス高速るもい号
⑨沿岸バス・道北バス留萌旭川線
⑩沿岸バス幌延留萌線
⑪沿岸バス留萌別苅線
⑫沿岸バス羽幌留萌線
⑬沿岸バス初山別留萌線
⑭沿岸バス豊富羽幌線

⑮小平町達布線
⑯遠別町清川線
⑰遠別町上遠別線
⑱沿岸バス留萌市内Ａコース
⑲沿岸バス留萌市内日東団地線
⑳沿岸バス留萌峠下線
㉑沿岸バス別苅雄冬線
㉒沿岸バス上平古丹別線
㉓沿岸バス羽幌古丹別線　
㉔沿岸バス天塩更岸線
㉕沿岸バス幌延天塩線

全回答者の平日の市町村内の公共交通利用回数（n=99）についての集計 

全回答者の休日の市町村内の公共交通利用回数（n=9）についての集計 
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【全交通手段交通分布】 

外出時の行先については、管内では留萌市、羽幌町、天塩町に集中しているほか、管外で

は札幌市、旭川市、稚内市への移動も見られる。 

 

図 1-54 全交通手段交通分布図 

 

表 1-2  全交通手段ＯＤ表 

 

 

  

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

Ｏ

①
留
萌
市

②
増
毛
町

③
小
平
町
（

鬼
鹿
地
区
）

④
小
平
町
（

そ
の
他
の
地
区
）

⑤
苫
前
町
（

古
丹
別
地
区
）

⑥
苫
前
町
（

そ
の
他
の
地
区
）

⑦
羽
幌
町

⑧
初
山
別
村

⑨
遠
別
町

⑩
天
塩
町

⑪
深
川
市

⑫
旭
川
市

⑬
滝
川
市

⑭
札
幌
市

⑮
石
狩
市

⑯
稚
内
市

⑰
幌
延
町

⑱
豊
富
町

⑲
中
川
町

そ
の
他

1 ①留萌市 4,359 129 29 77 12 10 46 8 15 0 4,685 46 146 71 119 0 1 4 0 0 387 5,072 104

2 ②増毛町 272 461 0 22 2 0 4 0 0 0 761 0 12 6 18 0 0 0 0 0 36 797 3

3 ③小平町（鬼鹿地区） 126 0 132 32 19 14 24 0 0 0 347 0 8 2 0 0 2 0 0 0 12 359 16

4 ④小平町（その他の地区） 277 2 20 399 0 0 26 4 6 0 734 6 17 10 20 0 0 0 0 0 53 787 16

5 ⑤苫前町（古丹別地区） 22 4 0 0 107 131 35 1 6 0 306 4 8 0 8 0 0 0 0 0 20 326 4

6 ⑥苫前町（その他の地区） 48 0 18 0 54 218 112 4 0 0 454 0 4 0 1 0 0 0 0 0 5 459 0

7 ⑦羽幌町 85 0 0 0 22 42 945 64 18 0 1,176 2 36 6 50 0 10 0 0 0 104 1,280 6

8 ⑧初山別村 10 0 0 0 0 0 76 141 6 6 239 2 8 0 8 0 6 0 2 0 26 265 4

9 ⑨遠別町 6 0 0 0 0 0 27 42 677 25 777 2 11 2 29 0 14 0 0 0 58 835 24

10 ⑩天塩町 32 0 0 0 0 0 4 0 17 435 488 3 22 0 11 0 57 14 6 0 113 601 11

小計 5,237 596 199 530 216 415 1,299 264 745 466 9,967 65 272 97 264 0 90 18 8 0 814 10,781 188

11 ⑪深川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 ⑫旭川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 ⑬滝川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 ⑭札幌市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 ⑮石狩市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 ⑯稚内市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 ⑰幌延町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 ⑱豊富町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 ⑲中川町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 5,237 596 199 530 216 415 1,299 264 745 466 9,967 65 272 97 264 0 90 18 8 0 814 10,781 188

小
計

小
計

合
　
計
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【公共交通手段交通分布】 

公共交通は全交通手段の 3.6％となっている。行先としては、留萌市、羽幌町が比較的多く

見られ、管外では札幌市が多く見られる。 

 

図 1-55 公共交通分布図（現況）     

 

表 1-3  公共交通ＯＤ表 

 
 

 

  

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

Ｏ

①
留
萌
市

②
増
毛
町

③
小
平
町
（

鬼
鹿
地
区
）

④
小
平
町
（

そ
の
他
の
地
区
）

⑤
苫
前
町
（

古
丹
別
地
区
）

⑥
苫
前
町
（

そ
の
他
の
地
区
）

⑦
羽
幌
町

⑧
初
山
別
村

⑨
遠
別
町

⑩
天
塩
町

⑪
深
川
市

⑫
旭
川
市

⑬
滝
川
市

⑭
札
幌
市

⑮
石
狩
市

⑯
稚
内
市

⑰
幌
延
町

⑱
豊
富
町

⑲
中
川
町

そ
の
他

1 ①留萌市 97 0 0 4 0 0 0 0 0 0 101 2 4 2 22 0 0 0 0 0 30 131 11

2 ②増毛町 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 7 0

3 ③小平町（鬼鹿地区） 62 0 0 0 10 0 10 0 0 0 82 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82 0

4 ④小平町（その他の地区） 57 0 0 1 0 0 10 0 0 0 68 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 68 0

5 ⑤苫前町（古丹別地区） 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

6 ⑥苫前町（その他の地区） 13 0 0 0 0 0 10 0 0 0 23 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 25 0

7 ⑦羽幌町 19 0 0 0 0 0 3 0 0 0 22 0 0 0 7 0 0 0 0 0 7 29 0

8 ⑧初山別村 5 0 0 0 0 0 9 1 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0

9 ⑨遠別町 4 0 0 0 0 0 2 0 1 2 9 0 0 0 8 0 0 0 0 0 8 17 0

10 ⑩天塩町 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2 4 0 2 0 2 0 0 0 0 0 4 8 0

小計 262 1 0 5 10 0 46 1 1 4 330 2 8 2 41 0 0 0 0 0 53 383 11

11 ⑪深川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 ⑫旭川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 ⑬滝川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 ⑭札幌市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 ⑮石狩市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 ⑯稚内市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 ⑰幌延町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 ⑱豊富町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 ⑲中川町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 262 1 0 5 10 0 46 1 1 4 330 2 8 2 41 0 0 0 0 0 53 383 11

小
計

小
計

合
　
計
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【「便利になれば利用」を含む交通分布】 

公共交通が「便利になれば利用する」との回答を合計すると、実際に公共交通手段を利用し

ているとの回答（383 件）と比較し 1.8 倍（684 件）となる。行先は管内では留萌市、羽幌町、天

塩町が多く見られ、管外では札幌市、旭川市が比較的多く見られる。 

 

図 1-56 「便利になれば利用」を含む交通分布図    

 

表 1-4  「便利になれば利用」を含むＯＤ表 

 
 

  

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

Ｏ

①
留
萌
市

②
増
毛
町

③
小
平
町
（

鬼
鹿
地
区
）

④
小
平
町
（

そ
の
他
の
地
区
）

⑤
苫
前
町
（

古
丹
別
地
区
）

⑥
苫
前
町
（

そ
の
他
の
地
区
）

⑦
羽
幌
町

⑧
初
山
別
村

⑨
遠
別
町

⑩
天
塩
町

⑪
深
川
市

⑫
旭
川
市

⑬
滝
川
市

⑭
札
幌
市

⑮
石
狩
市

⑯
稚
内
市

⑰
幌
延
町

⑱
豊
富
町

⑲
中
川
町

そ
の
他

1 ①留萌市 232 6 1 6 0 0 0 0 0 0 245 9 8 8 28 0 0 1 0 0 54 299 12

2 ②増毛町 10 29 0 5 0 0 0 0 0 0 44 0 0 2 2 0 0 0 0 0 4 48 0

3 ③小平町（鬼鹿地区） 63 0 0 0 10 1 10 0 0 0 84 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 84 4

4 ④小平町（その他の地区） 60 0 0 6 0 0 12 0 0 0 78 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 82 0

5 ⑤苫前町（古丹別地区） 1 0 0 0 0 6 4 0 2 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0

6 ⑥苫前町（その他の地区） 16 0 0 0 0 5 10 0 0 0 31 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 33 0

7 ⑦羽幌町 29 0 0 0 0 0 20 0 0 0 49 0 0 0 9 0 0 0 0 0 9 58 0

8 ⑧初山別村 6 0 0 0 0 0 10 1 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0

9 ⑨遠別町 4 0 0 0 0 0 2 5 11 2 24 1 0 0 8 0 0 0 0 0 9 33 0

10 ⑩天塩町 1 0 0 0 0 0 1 0 1 6 9 0 3 0 2 0 3 0 0 0 8 17 0

小計 422 35 1 17 10 12 69 6 14 8 594 10 13 10 53 0 3 1 0 0 90 684 16

11 ⑪深川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 ⑫旭川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 ⑬滝川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 ⑭札幌市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 ⑮石狩市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 ⑯稚内市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 ⑰幌延町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 ⑱豊富町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 ⑲中川町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 422 35 1 17 10 12 69 6 14 8 594 10 13 10 53 0 3 1 0 0 90 684 16

小
計

小
計

合
　
計



 

145 

Ｑ１２－６．自家用車からデマンド交通への転換 

「バスより少し高い運賃で、自宅と目的地を結ぶ公共交通が運行する場合、この公共交通

の利用に変えても良い曜日があるか」について、どの曜日でもほぼ同数の回答となっている。 

 
図 1-57 Q12-6.バスより少し高い運賃で、自宅と目的地を直接結ぶ公共交通が運行する場

合、この公共交通の利用に変えても良い曜日はあるか（平日、休日） 

（Q12-4-1.,Q12-5-1.自家用車で移動していると回答した方のみ回答） 

  

月曜 15.7%(95件)

火曜 12.5%(76件)

水曜 12.0%(73件)

木曜 13.0%(79件)

金曜 14.0%(85件)

土曜 16.5%(100件)

日曜 16.3%(99件)

全ての回答者の内、公共交通

が便利になると自家用車から

公共交通に転換する数

（n=607）についての集計 
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Ｑ１２－７．公共・公益施設へのアクセス 

実際に訪れた場所については、病院が「A-1 留萌市立病院」、高校は「B-1 北海道留萌高等

学校」、商業施設は「C-1マックスバリュ留萌店」が多い。 

 
図 1-58 Q12-7-1.実際に訪れた病院（平日、休日） 

 
図 1-59 Q12-7-2.実際に訪れた高校（平日、休日） 

 

図 1-60 Q12-7-2.実際に訪れた商業施設（平日、休日）  
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【病院、高校、商業施設の全体で見たアクセス数の順位】 

病院、高校、商業施設の全体で見たアクセス数が多い施設は、平日・休日とも「C-1 マックス

バリュ留萌店」が最も多く、続いて「C-2コープさっぽろるもい店」となっている。 

  
図 1-61  Q12-7-2.実際に訪れた施設上位 10 施設（平日、休日） 

 

Ｑ１２－８．拠点病院、商業施設など大きな施設へのアクセス 

拠点病院や商業施設など大きな施設に行く場合、医療施設は「A-1留萌市立病院」、商業施設

は「C-1マックスバリュ留萌店」となってり、普段行く施設と同様の結果となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-62 Q12-8-1.大きな施設に行く場合、 図 1-63 Q12-8-2.大きな施設に行く場合、 

        行く施設（通院）                   行く施設（買い物） 
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3) 今後の公共交通への要望等 

Ｑ１３．公共交通のサービス水準 

自家用車に頼らない生活を送るときには、公共交通は現在の「②バスとタクシーの中間」の

ような役割を果たすべきだと思うと回答した割合が最も多く、33.5%となっている。 

  
図 1-64 Q13.自家用車に頼らない生活を送るときに公共交通があるべき姿 

 

【年齢構成別】 

年齢別に見ると、16～74 歳の各年代で「②バスとタクシーの中間」のような役割を果たすべ

きという回答が多かった。 

  

図 1-65  Q13.公共交通のあるべき姿（Q4.年齢構成別）  
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凡 例

①16～18歳(n=47)

②19～29歳(n=84)

③30～49歳(n=390)

④50～64歳(n=453)

⑤65～74歳(n=454)

⑥75～84歳(n=302)

⑦85歳以上(n=103)

不 明(n=84)

合 計(n=1,917)

全回答者（n=1,917）

に対する回答 

全回答者（n=1,917）に対する回答 
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【居住地域別】 

地域別に見ると、留萌市と苫前町（その他の地区）では現在のバスとタクシーの中間のよう

な役割を果たすべきだと思うと回答した割合が比較的多い一方、苫前町（古丹別地区）ではタ

クシー等の自家用車の利便性と同じような公共交通にすべきだという回答が多くなっている。 

  

図 1-66  Q13.公共交通のあるべき姿（Q1.居住地域） 
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凡 例

①留萌市(n=796)
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③小平町（鬼鹿地区）(n=54)

④小平町（その他の地区）(n=113)

⑤苫前町（古丹別地区）(n=74)
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⑨遠別町(n=148)

⑩天塩町(n=136)

不 明(n=19)

合 計(n=1,917)

全回答者（n=1,917）に対する回答 


